
特 集 鳥獣被害の対策

集
落
を
鳥
獣
の
餌
場
に
し
な
い

鳥
獣
か
ら
農
作
物
を
守
る

対
策
で
大
切
な
こ
と

 

年
々
増
加
す
る
鳥
獣
被
害

　

昨
年
の
市
内
の
被
害
状
況
は
、
農
作
物

が
１
３
１
１
件
で
被
害
面
積
５
６
１
３

㌃
、
被
害
額
６
３
４
６
万
円
。
農
作
物
以

外
に
も
農
道
や
水
路
２５
カ
所
と
林
道
１
カ

所
、
市
道
１１
カ
所
、
明
知
鉄
道
の
敷
地
４

カ
所
で
、
被
害
額
は
７
２
７
万
円
。
被
害

は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　

鳥
獣
別
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
は
市

内
全
域
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
捕
獲
頭

数
も
年
々
増
加
。
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害

は
農
作
物
の
食
い
荒
ら
し
や
水
田
へ
の
侵

入
、
農
道
や
水
路
、
あ
ぜ
な
ど
を
崩
壊
す

る
被
害
が
多
い
で
す
。
道
路
で
自
動
車
と

の
衝
突
事
故
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

上
矢
作
町
に
は
多
数
の
猿
の
群
れ
が
あ

り
、
何
百
頭
と
生
息
し
て
い
ま
す
。
農
作

物
へ
の
被
害
は
、
畑
で
の
野
菜
類
の
食
い

荒
ら
し
や
、
市
の
特
産
の
ク
リ
へ
の
被
害

な
ど
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
は
、

農
作
物
の
被
害
金
額
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
耕
作
を
続
け
る
意
欲
を
失
わ
せ
、
耕

作
放
棄
地
の
拡
大
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

動
物
の
行
動
に
対
す
る
情
報
不
足
が
人

間
の
間
違
っ
た
行
為
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
こ
の
間
違
っ
た
行
為
は
「
ヒ
ュ
ー
マ

ン
エ
ラ
ー
」
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
ら
の
行
為

を
解
消
す
る
こ
と
が
、
鳥
獣
被
害
対
策
で

は
、
最
も
大
切
で
す
。

 

鳥
獣
害
対
策
の
基
礎
知
識

【
生
態
や
特
徴
を
理
解
す
る
】

　

あ
な
た
は
野
生
鳥
獣
に
つ
い
て
ど
の
く

ら
い
知
っ
て
い
ま
す
か
。
一
般
的
な
情
報

だ
け
で
は
、
防
除
や
駆
除
を
行
う
と
き
に

地
域
性
に
合
わ
な
か
っ
た
り
、
効
果
が
得

ら
れ
に
く
か
っ
た
り
し
ま
す
。

　

よ
り
効
果
的
な
対
策
を
す
る
に
は
、
ま

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
鳥
獣
の
生
態
や
特
徴
な

ど
を
正
確
に
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
自
ら
の
取
り
組
み
が
大
切
】

　

野
生
鳥
獣
の
駆
除
や
防
除
対
策
は
、
猟

友
会
（
猟
師
な
ど
）
や
役
所
に
任
せ
て
お

け
ば
良
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

病
害
虫
の
防
除
の
た
め
に
、
自
分
た
ち

で
農
薬
な
ど
を
散
布
す
る
こ
と
と
同
じ

で
、
対
策
を
よ
り
効
果
的
に
す
る
に
は
、

自
分
た
ち
の
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
、
自

　

こ
こ
数
年
、
市
全
域
で
イ
ノ
シ

シ
や
猿
の
他
、
外
来
生
物
の
ヌ
ー

ト
リ
ア
な
ど
に
よ
る
鳥
獣
被
害
が

増
え
て
い
ま
す
。
被
害
の
多
く
は

田
畑
の
農
作
物
で
す
が
、
そ
の
他

に
も
人
や
物
へ
の
危
害
な
ど
多
方

面
に
被
害
は
拡
大
。カ
ラ
ス
が「
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
荒
ら
す
こ

と
も
生
活
環
境
の
鳥
獣
被
害
と
い

え
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
鳥
獣
被
害
対
策
協

議
会
を
中
心
に
、
鳥
獣
の
防
除
は

農
業
振
興
課
、
捕
獲
は
林
業
振
興

課
が
窓
口
で
、
鳥
獣
被
害
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
で
き
る

こ
と
や
す
べ
き
こ
と
、
将
来
へ
向

け
た
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

農
業
振
興
課

（
内
線
５
４
３
）、林
業
振
興
課（
内

線
５
２
７
）

ら
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
集
落
が
全
体
で
取
り
組
む
】

　

個
人
で
取
り
組
む
こ
と
も
大
事
で
す

が
、
集
落
（
地
域
）
全
体
で
取
り
組
ん
だ

方
が
、
よ
り
効
果
的
で
す
。

　

「
自
分
の
畑
の
被
害
が
無
く
な
っ
た
ら
、

隣
の
畑
の
被
害
が
増
え
た
」
で
は
、
根
本

的
な
解
決
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
個

人
で
で
き
る
こ
と
に
は
、
限
界
が
あ
り
ま

す
。集
落
全
員
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

【
集
落
の
餌
場
を
な
く
そ
う
】

　

畑
に
放
置
し
た
野
菜
く
ず
や
収
穫
し
な

い
果
樹
な
ど
は
、
野
生
鳥
獣
の
ご
ち
そ
う

で
す
。
お
墓
の
お
供
え
も
の
や
軒
に
出
し

て
い
る
生
ご
み
な
ど
も
格
好
の
餌
。
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
「
餌
付
け
」
を
し
て

い
る
よ
う
な
も
の
で
、
野
生
鳥
獣
は
、
集

落
で
簡
単
に
餌
に
あ
り
つ
け
ま
す
。

　

タ
ケ
ノ
コ
は
イ
ノ
シ
シ
や
猿
の
大
好

物
。
や
ぶ
の
よ
う
に
な
っ
た
竹
林
は
皆
伐

し
ま
す
。
鹿
の
目
当
て
は
農
作
物
よ
り
法

面
の
雑
草
。
田
ん
ぼ
や
道
路
の
法
面
を
冬

季
に
緑
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
秋
の
草
刈

り
は
控
え
、
草
が
冬
枯
れ
す
る
よ
う
に
し

ま
す
。二
番
穂
の
ひ
こ
ば
え
や
落
ち
穂
は
、

野
生
鳥
獣
に
と
っ
て
冬
季
の
貴
重
な
餌
。

田
ん
ぼ
の
秋
起
こ
し
を
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
集
落
を
野
生
鳥
獣
の
餌
場
と

し
な
い
た
め
に
、
集
落
の
環
境
を
適
切
に

管
理
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
複
数
の
対
策
を
根
気
よ
く
】

　

野
生
鳥
獣
は
、
人
間
が
思
っ
て
い
る
以

上
に
高
い
能
力
が
あ
り
利
口
で
す
。
例
え

ば
電
気
牧
柵
の
設
置
だ
け
で
な
く
、
さ
ら

に
内
側
を
ト
タ
ン
板
で
囲
い
農
作
物
を
見

え
な
く
す
る
な
ど
、
複
数
の
対
策
を
組
み

合
わ
せ
る
と
効
果
が
よ
り
高
く
な
り
ま

す
。

　

野
生
鳥
獣
に
は
、
慣
れ
が
生
じ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
次
か
ら
次
へ
と
新
し
い
防
除

策
を
工
夫
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
野
生
動
物
が
嫌
が
る
環
境
】

　

野
生
鳥
獣
が
、
人
里
に
出
る
こ
と
に
は

リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
耕
作
放
棄
地
や
草

む
ら
な
ど
が
な
け
れ
ば
容
易
に
隠
れ
る
こ

と
が
で
き
ず
、近
づ
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

鳥
獣
害
対
策
を
よ
り
効
果
的
に
す
る
に

は
、
草
刈
り
な
ど
を
こ
ま
め
に
す
る
な
ど

の
適
切
な
農
地
管
理
が
必
要
で
す
。
積
極

的
な
追
い
払
い
活
動
を
す
る
な
ど
し
て
、

野
生
鳥
獣
が
嫌
が
り
、
来
づ
ら
く
な
る
環

境
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▲猿よけに金網とトタン板で囲っている畑

▲猿の食い荒らし被害に遭ったトウモロコシ畑（上矢作町地内）

被害状況（農作物）【鳥獣被害アンケート（調査対象農家５,５００戸）による】
年 被害件数 被害面積 被害金額 備考

平成２０年 ６５０件 １,６４５㌃ ４７５万円 提出率３．０㌫
平成２１年 ５２７件 ３,２９９㌃ ８３４万円 提出率３．０㌫
平成２２年 １,３１１件 ５,６１３㌃ ６,３４６万円 提出率２３．８㌫

市内の水稲共済被害（東濃農業共済事務組合）

年度
被害
戸数

被害
面積

支払 
共済金

内訳

イノシシ 猿 その他

平成２０年度 ３５戸 ４７１㌃ １４３万円 １４２．４万円 １千円 ５千円

平成２１年度 ５６戸 ８０２㌃ ２１２万円 １８９万円 ２３万円

平成２２年度 ７７戸 １，１８３㌃ ４１８万円 ４１２万円 ６万円
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特 集 鳥獣被害の対策

 

地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む

　

上
矢
作
町
は
、
市
内
で
唯
一
地
域
に
鳥

獣
被
害
対
策
協
議
会
を
設
置
し
て
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
２０
年
間
に
、
田
畑
や
住
宅
の
周
り

ま
で
猿
や
イ
ノ
シ
シ
が
出
没
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
被
害
は
農
産
物
だ
け
で
な

く
、
住
民
生
活
に
も
及
び
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
被
害
は
拡
大
す

る
ば
か
り
で
す
。
地
域
全
体
の
総
合
的
な

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
を
検
討
す
る
た
め
、

各
地
区
か
ら
委
員
を
選
出
し
、
３
年
前
に

上
矢
作
鳥
獣
害
対
策
協
議
会
を
発
足
し
ま

し
た
。

　

農
作
物
で
は
、
ク
リ
や
柿
、
稲
、
シ
イ

タ
ケ
、
大
豆
、
大
根
、
サ
ツ
マ
芋
、
ジ
ャ

ガ
芋
な
ど
が
食
い
荒
ら
し
の
被
害
に
遭
っ

て
い
ま
す
。

　

猿
は
、
民
家
の
洗
濯
物
を
お
も
ち
ゃ
に

し
、
ベ
ラ
ン
ダ
や
民
家
の
屋
根
で
遊
び
、

ソ
ー
ラ
ー
温
水
器
の
裏
側
な
ど
を
寝
ぐ
ら

と
し
た
事
例
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
の
対
策
は
、
補

助
金
で
電
気
牧
柵
を
設
置
。
猿
の
被
害
対

策
は
、
金
網
や
ネ
ッ
ト
で
田
畑
を
囲
み
、

爆
竹
な
ど
で
の
追
い
払
い
。
有
害
鳥
獣
の

駆
除
な
ど
を
行
っ
て
被
害
防
止
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
猿
の
被
害
対
策
に
、
モ

ン
キ
ー
ド
ッ
グ
の
導
入
を
検
討
し
ま
し

た
。
現
在
ま
で
に
７
頭
導
入
し
、
追
い
払

い
を
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
岩
村
町
や
山
岡
町
で
も
猿
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
猿
に
よ
る
被
害
は
上

矢
作
町
の
問
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
た

ち
の
問
題
と
し
て
地
域
で
協
力
し
、
農
地

や
生
活
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

 

モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
の
活
用

　

「
犬
猿
の
仲
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ

り
ま
す
。
昔
か
ら
不
仲
の
例
え
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
特
段
に
不

仲
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
は
、
猿
な
ど
を
追
い

払
う
た
め
に
特
別
に
訓
練
さ
れ
た
犬
で

す
。
散
歩
中
な
ど
に
鳥
獣
を
見
つ
け
る
と

綱
か
ら
放
し
、追
わ
せ
ま
す
。
数
日
、帰
っ

て
来
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

鳥
獣
の
防
除
と
駆
除

 

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
と
助
成

有
害
鳥
獣
の
捕
獲

　

野
生
鳥
獣
の
捕
獲
は
、
ア
ラ
イ
グ
マ
や

ヌ
ー
ト
リ
ア
な
ど
の
特
定
外
来
生
物
を
除

き
、
狩
猟
免
許
を
所
持
し
て
い
な
け
れ
ば

捕
獲
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
違
反
を

す
る
と
法
律
（
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の

適
正
化
に
関
す
る
法
律
）
に
よ
り
罰
せ
ら

れ
ま
す
。

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
や
生
活

環
境
被
害
な
ど
は
、
ま
ず
電
気
柵
な
ど
で

防
除
。
そ
れ
で
も
被
害
が
発
生
す
る
場
合

は
、
有
害
鳥
獣
駆
除
と
し
て
市
長
が
任
命

し
た
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
員
に
よ
る
捕
獲
が

で
き
ま
す
。
林
業
振
興
課
か
各
振
興
事
務

所
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ア
ラ
イ
グ
マ
や
ヌ
ー
ト
リ
ア
は
、
狩
猟

免
許
の
わ
な
猟
が
な
く
て
も
、
市
の
講
習

を
受
講
す
れ
ば
捕
獲
が
で
き
ま
す
。
受
講

者
に
は
、
従
事
者
証
を
発
行
。
従
事
者
の

登
録
を
し
た
方
に
は
、
無
償
で
箱
わ
な
を

貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
被
害
で
困
っ
て
い

る
方
は
、
ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

　

６
月
１４
日
㈫
に
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
本
紙
５
月
１５
日
号
１４
㌻
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

狩
猟
者
へ
の
助
成

　

狩
猟
免
許
所
持
者
の
高
齢
化
な
ど
で
、

免
許
所
持
者
の
減
少
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
。
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
な
ど
へ
の

被
害
が
増
加
し
て
い
る
現
在
、
狩
猟
者
の

確
保
の
た
め
、
狩
猟
免
許
の
取
得
や
免
許

の
更
新
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

□
対
象　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
市
猟
友

会
員
に
加
入
し
て
い
る
か
今
後
加
入
す
る

方
で
、
本
年
度
以
降
に
、
新
た
に
免
許
を

取
得
す
る
方
や
免
許
の
更
新
を
す
る
方
。

□
補
助
率　

取
得
や
更
新
に
必
要
な
費
用

の
２
分
の
１

電
気
牧
柵
の
補
助

□
対
象　

３
戸
以
上
の
農
家
が
集
落
単
位

で
設
置
が
可
能
な
地
域

□
補
助
率　

総
資
材
費
の
３
分
の
１
以
内

獣
肉
の
資
源
活
用

　

有
害
鳥
獣
駆
除
で
捕
獲
し
た
野
生
鳥
獣

は
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
員
が
私
有
地
に
埋

め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
埋
設
場
所
に
も

限
界
が
あ
る
の
で
、
イ
ノ
シ
シ
は
獣
肉
と

し
て
の
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

地
域
の
方
の
協
力
が
必
要

　

家
の
前
の
山
に
約
４０
頭
の
猿
が
群
れ
で

い
ま
し
た
。
犬
を
放
し
た
ら
半
日
く
ら
い

追
い
回
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
猿
が
来

る
回
数
が
減
り
ま
し
た
。

　

モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
は
普
段
は
、
人
が
近

づ
い
て
も
ほ
え
た
り
、
か
み
つ
い
た
り
は

し
な
い
が
、
獲
物
を
見
る
と
顔
つ
き
が
変

わ
り
、大
声
で
ほ
え
て
追
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
犬
は
獲
物
を
追
っ
て
い
る
と
き

は
、
獲
物
し
か
目
に
入
ら
な
い
の
で
交

通
事
故
が
心
配
で
す
。

　

追
い
払
い
に
は
地
域
の
協
力
が
必

要
。
地
域
の
方
が
、
犬
が
こ
っ
ち
に
来

て
い
る
よ
と
教
え
て
く
れ
れ
ば
迎
え
に

行
け
ま
す
。
猿
が
出
た
と
教
え
て
く
れ

れ
ば
犬
を
放
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

迷
惑
に
な
っ
て
は
駄
目
な
の
で
、
モ

ン
キ
ー
ド
ッ
グ
の
啓
発
を
行
い
、
地
域

で
か
わ
い
が
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

鈴木 峰
みね

夫
お

さん

（上矢作町漆原）

昨年１１月から、ジョン
という名前のモンキー
ドッグを飼い、猿など
の追い払いをしていま
す。モンキードッグの
効果は思っていた以上。
地域で協力して追い払
いをしていきたい。

熊への心掛け
　昨年度、市の南部地域を中心にツキノワグマの
目撃情報が８７件ありました。森林に入る際は十分
注意してください。

熊と出会わないために
１．鈴、笛など音のするものを身に付け、人間の
　　存在を知らせる。　　　　
２．単独行動はしないよう、２人以上で行動する。
３．新しいふんや足跡を見つけたときは、すぐに
　　引き返す。

もし熊に出会ってしまったら
１．遠くにいる熊を発見した場合は、慌てずそっ
　　と立ち去る。
２．小熊に出会った場合、近くに親熊がいる可能
　　性が高く危険です。速やかに立ち去る。
３．至近距離で熊と出会った場合は、持ち物を静
　　かに地面に置いて注意をそらし、ゆっくりと
　　後ずさりしながら熊から離れる。（熊と目を
　　合わせることは、攻撃の合図になるため危険
　　です）
４．背中を見せて逃げると、熊は本能的に襲って
　　くるので危険。
５．熊が興奮するので、大声で叫んだり、物を投
　　げたりしない。　　　　
６．熊が接近し攻撃してきたら、人間の弱点であ
　　る顔や喉、後頭部、腹部を守れる姿勢をとる。

　人が熊に襲われている現場に遭遇したら、警察
や防災情報課へ通報し対応を依頼してください。
人間の力では熊を撃退することは困難です。二次
被害の原因となりますので、自力での救助は行わ
ないでください。

▲上矢作町島地区は集落全体を金網で囲っている

▲上矢作町の鈴木峰夫さんが飼っているフォッ
クスハウンドという種類のモンキードッグ▲箱わなで捕獲したイノシシ▲熊よけの鈴

※第１銃は火薬の力で弾を発射する銃。第２銃は空気の力で
弾を発射する銃

狩猟免許保持者数（猟友会員数）

年度 猟友会会員 網わな猟 第１銃 第２銃

平成２０年度 １９０人 ９９人 １１１人 ４７人

平成２１年度 １９７人 １０９人 ９５人 ４５人

平成２２年度 １８０人 １０９人 ７８人 ４１人

有害鳥獣捕獲実績 
年 イノシシ 猿 カモシカ 熊 カラス他

平成２０年 １４９頭 ９頭 ６頭 － －

平成２１年 ２４５頭 １３頭 ６頭 ― ３０羽

平成２２年 ４７４頭 １５頭 ６頭 ８頭 １４３羽

インタビュー
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特 集 鳥獣被害の対策

広
葉
樹
の
森
を
再
生

 

山
中
で
暮
ら
す
環
境
整
備

　
昭
和
３０
年
か
ら
４０
年
代
の
大
規
模
な
植

林
で
、
山
に
も
と
も
と
多
か
っ
た
広
葉
樹

が
減
り
、
多
く
の
動
物
の
餌
が
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
野
生
動
物
は
人

里
に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

野
生
鳥
獣
の
被
害
を
増
や
さ
な
い
よ
う

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
山
中
で
餌
が
確
保

で
き
る
よ
う
な
環
境
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら

の
鳥
獣
の
極
端
な
増
加
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
子
ど
も
や
孫
の
た
め
に
、
長

い
目
で
見
た
鳥
獣
被
害
の
対
策
に
は
、
山

の
中
で
鳥
獣
が
餌
を
確
保
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

 

環
境
保
全
林
拡
大
の
実
験

　

本
年
度
、
市
は
上
矢
作
町
や
岩
村
町
の

市
有
林
で
環
境
保
全
林
の
拡
大
の
た
め
の

実
験
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ
の
人
工
林
を

ブ
ナ
科
落
葉
広
葉
樹
林
へ
樹
種
転
換
す
る

実
験
で
す
。
具
体
的
に
は
、
伐
採
時
期
を

迎
え
た
ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ
を
伐
採
し
、
ブ
ナ

科
の
落
葉
広
葉
樹
の
山
グ
リ
の
植
栽
２

㌶
。
木
の
実
が
落
ち
て
芽
が
出
る
天
然
下

種
に
よ
る
広
葉
樹
の
自
然
再
生
０
・
８
㌶
。

ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ
の
人
工
林
で
、
５
割
以
上

間
引
き
を
す
る
間
伐
を
し
て
、
針
葉
樹
と

広
葉
樹
が
混
在
す
る
針
広
混
交
林
へ
の
誘

導
０
・
８
㌶
。
こ
の
よ
う
な
複
数
の
実
験

林
を
専
門
家
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
設
置

し
ま
す
。

　

森
づ
く
り
は
、
鳥
獣
害
対
策
だ
け
で
な

く
水
資
源
を
蓄
え
る
働
き
や
、
山
崩
れ
や

洪
水
な
ど
の
災
害
を
防
止
す
る
働
き
を
高

め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
時
間
は
か

か
り
ま
す
が
、
現
在
、
私
た
ち
が
抱
え
る

山
の
問
題
の
多
く
が
解
決
さ
れ
ま
す
。

に
す
る
た
め
に
は
、
里
で
は
被
害
対
策
を

十
分
行
い
、
鳥
獣
が
山
で
暮
ら
せ
る
環
境

を
整
え
、
山
の
餌
だ
け
を
食
べ
て
生
活
す

る
よ
う
に
生
活
環
境
を
変
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

ド
ン
グ
リ
な
ど
の
広
葉
樹
の
実
や
山
中

の
餌
を
食
べ
て
生
活
し
て
い
る
イ
ノ
シ
シ

の
平
均
寿
命
は
１
年
か
ら
２
年
。
多
く
は

餓
死
し
て
い
ま
す
。
鹿
や
猿
も
主
な
死
因

は
餓
死
や
病
死
。
冬
季
の
栄
養
失
調
が
大

き
な
原
因
で
、
若
い
こ
ろ
に
死
に
や
す
い

 
鹿
の
被
害
も
迫
っ
て
い
る

　

全
国
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
被
害
は

年
々
増
加
し
、
近
畿
地
方
や
甲
信
地
方
で

多
く
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
西

濃
地
域
や
中
濃
地
域
で
被
害
が
多
く
、
市

内
に
も
被
害
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
内
で
の
被
害
は
牧
草
の
被
害
が
主
な

も
の
で
、
東
濃
牧
場
や
上
矢
作
町
内
の
牧

草
地
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鹿
は
、
ア
セ
ビ
な
ど
特
定
の
植
物
を
除

い
た
ほ
と
ん
ど
の
植
物
を
餌
と
し
、
集
団

で
餌
を
求
め
て
行
動
し
ま
す
。

　

食
べ
る
も
の
が
な
く
な
る
と
、
今
ま
で

食
べ
な
か
っ
た
も
の
も
食
べ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
県
外
の
あ
る
山
林
で
は
、
植
え

た
苗
木
や
成
木
の
樹
皮
が
鹿
の
食
害
に

遭
っ
た
た
め
、
再
度
植
林
し
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、ま
た
鹿
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い
、

さ
ら
に
も
う
一
度
植
林
と
い
う
よ
う
な
い

た
ち
ご
っ
こ
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
に
下
草
も
食
べ
尽
く
さ
れ
て
、
土

や
岩
が
む
き
出
し
に
な
っ
た
り
地
盤
が
弱

く
な
っ
た
り
し
、
集
中
豪
雨
で
土
砂
崩
壊

が
起
っ
た
地
区
も
あ
り
ま
す
。

　

近
い
う
ち
に
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
、
里
を
餌

場
に
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
農
作
物

の
味
を
覚
え
る
と
手
に
負
え
な
い
の
で
、

早
め
に
防
除
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
被
害
防
止
政
策
な
ど
の
資
料

と
す
る
た
め
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
目
撃
情
報
を

収
集
し
、
被
害
地
域
で
の
捕
獲
を
実
施
し

ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
２０
年
度
に
「
市
鳥
獣
被

害
防
止
計
画
」
を
作
成
。
こ
の
計
画
は
、

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
な
ど
の
被
害
防
止
の

基
本
方
針
と
対
象
鳥
獣
の
捕
獲
な
ど
に
関

す
る
こ
と
や
、
防
護
柵
の
設
置
や
対
象
鳥

獣
の
捕
獲
以
外
の
被
害
防
止
施
策
な
ど
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
や
猿
、
ハ

ク
ビ
シ
ン
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
ア
ラ
イ
グ
マ
、

ヌ
ー
ト
リ
ア
を
対
象
鳥
獣
と
し
ま
し
た
。

平
成
２１
年
度
か
ら
本
年
度
の
３
年
間
、
市

全
域
が
対
象
で
す
。

　

計
画
で
は
、
本
年
度
の
目
標
値
は
平
成

１９
年
度
の
被
害
面
積
の
半
減
で
す
。

 

対
策
し
て
も
被
害
は
拡
大

　

平
成
１７
年
度
以
降
、
６
９
０
㌶
の
農
地

に
電
気
牧
柵
の
設
置
を
助
成
。箱
わ
な
は
、

イ
ノ
シ
シ
用
２３
基
と
特
定
外
来
生
物
用
３３

基
を
導
入
。
昨
年
の
イ
ノ
シ
シ
の
計
画
捕

獲
数
は
１
９
０
頭
で
し
た
が
、
４
７
４
頭

を
捕
獲
し
ま
し
た
。

　

ア
ラ
イ
グ
マ
や
ヌ
ー
ト
リ
ア
に
よ
る
農

作
物
や
生
活
環
境
被
害
を
防
除
す
る
た
め

防
除
実
施
計
画
を
策
定
。
こ
と
し
１
月
現

在
で
、
１
１
５
人
が
捕
獲
の
た
め
の
講
習

を
受
講
。
昨
年
度
は
ア
ラ
イ
グ
マ
１３
頭
と

ヌ
ー
ト
リ
ア
２１
頭
を
捕
獲
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
対
策
を
し
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
被
害
は
拡
大
す
る
一
方
で
す
。

対
策
を
行
わ
な
け
れ
ば
被
害
は
も
っ
と
大

き
か
っ
た
と
予
想
で
き
ま
す
。

　

本
年
度
も
市
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会

は
、
研
修
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
詳

細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
本
紙
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
研
修
会
で
正
し
い
知
識
を
身
に

付
け
、効
果
的
な
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

防
除
や
駆
除
は
一
時
的
な
も
の
で
あ

り
、
対
策
を
し
て
い
る
集
落
だ
け
の
解
決

で
す
。
防
除
や
追
い
払
い
を
し
て
も
、
別

の
集
落
へ
移
動
し
て
被
害
を
出
し
ま
す
。

餌
場
を
追
わ
れ
た
鳥
獣
は
、
餌
を
求
め
、

餌
が
手
に
入
る
所
へ
移
動
。
対
策
し
て
い

な
い
地
域
に
被
害
が
発
生
し
ま
す
。
防
除

や
駆
除
を
行
っ
て
も
、
そ
の
場
し
の
ぎ
の

対
策
に
は
な
り
ま
す
が
、
根
本
的
な
解
決

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

▲苗木の植樹やドングリからの自然再生で広葉樹の森をつくることを目指す

▼上矢作町達原地区で遭遇した猿

▼２月に開催した鳥獣害対策研修会には約２００人が参加
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